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合金や金属の積層構造において，特定の金属が表面に濃縮する現象はさまざまな系で観測され

る。金属が濃縮している形態のうち，表面層の極表面にのみ薄く濃縮している場合を「偏析」と

呼んでいる。偏析現象は，熱力学的安定性に駆動されて起こる現象である。電子デバイスの電極

や配線，磁性材料など様々な箇所で積層構造は利用されており，製造プロセスにおけるアニール

中の偏析現象は，好ましい構造を作製するために利用されたり，逆に問題を引き起こしたりする。 

我々は，金属の積層構造において，下地の金属がその上の膜の粒界を拡散して膜表面に偏析す

る現象を観測し，下地の金属と膜の金属の種類の組み合わせにより，偏析現象が起こるかどうか

を予測する方法を確立した[1]。27 通りの膜-基板の元素の組み合わせで行った実験では，予測的

中率は 80％を超えた。この予測法を，ユーザーが簡便に予測結果を得られるシステム，SurfSeg

として開発し，2009年 4月より一般公開している[2]。ユーザーからの要望により，酸素雰囲気下

アニール時における偏析予測法も開発し[3]，前述の予測システムにアニール雰囲気を選択して予

測できるプログラムを追加

し公開している[4]。 

今回，NIMS の拡散データ

ベース[5]中の拡散データを

用いて，偏析の有無の予測だ

けではなく，偏析が起こるア

ニール温度についても予測

し表示するプログラムを追

加した（右図参照）。 
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